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敬語の種類①

・尊敬語　
作者から主体への敬意
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・丁寧語
作者から読者への敬意
[会話では話者から聞き手へ]

敬語の種類②

・本動詞
動詞としての意味を持つ

・補助動詞
動詞の下についている。消しても文が成り立つ。例立ち給ふ
・助動詞
る・らる・す・さす・しむ
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【本文】
　いづれ　の　御時　に　か、　女御、　更衣　あまた　候ひ　給ひ　ける　中　に、　いと　やむごとなき　際　に　は　あら　ぬ　が、　すぐれ　て　時めき　給ふ　あり　けり。
　はじめ　より　われ　は　と　思ひあがり　たまへ　る　御方々、　めざましき　もの　に　おとしめ　嫉み　給ふ。　同じ　ほど、　それ　より　下臈　の　更衣たち　は、　まして　やすから　ず。　朝夕　の　宮仕へ　に　つけ　て　も、　人　の　心　を　のみ　動かし、　恨み　を　負ふ　積もり　に　や　あり　けむ、　いと　あつしく　なりゆき、　もの心細げに　里がちなる　を、　いよいよ　あか　ず　あはれなる　もの　に　思ほし　て、　人　の　譏り　を　も　え　憚ら　せ　給は　ず、　世　の　例　に　も　なり　ぬ　べき　御もてなし　なり。
　上達部、　上人　など　も、　あいなく　目　を　側め　つつ、　いと　まばゆき　人　の　御おぼえ　なり。　唐土　に　も、　かかる　事　の　起こり　に　こそ、　世　も　乱れ、　悪しかり　けれ　と、　やうやう　天の下　に　も　あぢきなう、　人　の　もて悩みぐさ　に　なり　て、　楊貴妃　の　例　も　引き出で　つ　べく　なりゆく　に、　いと　はしたなき　こと　多かれ　ど、　かたじけなき　御心ばへ　の　たぐひなき　を　頼み　にて　まじらひ　給ふ。
　父　の　大納言　は　亡くなり　て、　母　北の方　なむ　いにしへ　の　人　の　由　ある　に　て、　親　うち具し、　さしあたり　て　世　の　おぼえ　はなやかなる　御方々　に　も　いたう　劣ら　ず、　何事　の　儀式　を　も　もてなし　給ひ　けれ　ど、　とりたて　て　はかばかしき　後見　し　なけれ　ば、　事　ある　時　は、　なほ　拠りどころ　なく　心細げなり。
前　の　世　に　も、　御契り　や　深かり　けむ、　世　に　なく　清らなる　玉　の　男皇子　さへ　生まれ　給ひ　ぬ。　いつしか　と　心もとながら　せ　給ひ　て、　急ぎ　参ら　せ　て　御覧ずる　に、　珍かなる　児　の　御容貌　なり。　一の皇子　は、　右大臣　の　女御　の　御腹　に　て、　寄せ　重く、　疑ひ　なき　儲けの君　と、　世　に　もてかしづき　きこゆれ　ど、　こ　の　御にほひ　に　は　並び　給ふ　べく　も　あら　ざり　けれ　ば、　おほかた　の　やむごとなき　御思ひ　に　て、　こ　の　君　を　ば、　私物　に　思ほし　かしづき　給ふ　こと　限りなし。
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